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1. はじめに

本研究の目標とするところは、現代の要請に対応する

自己開発／学習機能のITの(Information Technology)支援

によるエンハンスメント、及びその背景の構造の解析把

握、体系の構築にある。本研究では、その試行形としての

A.G.I.P. (Advanced General Information P latform 高度総合

情報プラットフォ ー ム）の上の学習環境空間の生成の考

察と試行を行った。

本研究においては旧来の「教育」という概念を超えて、

現代の要請するH.R.D. (Human Resource/s Development)の

視点から講義支援・自由学習のケ ー ススタディを含めて

自己開発・自己学習の体系、H.R.D．のシステムの構築を

考察するものである。

これは、人間の発達過程における知の領域の体系の一

つの本質的な研究の方向性を提起するものであり、同時

に自己開発・自己学習を可能とするアクセス型の学習へ

の道程を示すものである。

現代社会における旧来の「教育」の不適合と現代の要請

に対応する新しい体系

旧来の「教育」の現代社会との不適合の状態は1960年

代以来明かとなり繰り返し指摘されて来たところである

が、私達の杜会では現在「教育」を巡る領域で様々な問

題が顕在化し、ようやく そこに対応が必要との認識に立

ち至る状態となっている。

現代の要請するところは当然近代のそれとは明らかに

異なるものである。新しい杜会構造、新しい意識には当

然新しいシステムの生成構築が必要であり、人間的資

源／能力の発達・展開・開発(H.R.D.）にも新しい概念、

意識に基づいた体系への移行が求められている。 これは

1940年代にWWIIを 一つの表現形態として起こった近代

から現代への大きな構造転換において既に明瞭となった

方向性であり、その後の50数年間に現代の成就過程の中

で逐次実現されてきた地球規模の流れである。

このため、本研究では「教育」という言葉でこの分野

を把え記述することをやめ、個の主体性に基づくH.R.D.、

自己開発・学習、自已実現の視点からこれにあたるもの

とし、旧来の［教育」をさす場合にはこれを「」で囲む

ものとする。

本研究では、脳科学・認知科学•発達学を 一つの基盤

とし、社会動学を背景として、 またこの分野を支える杜

会的支持構造となるコンピュ ー タ・ネットワ ー ク、通信

機能、IT( Information Technology)の現状と展望を その

人類の情報系における意味から検証しながら本質的なの

H.R.D．の体系について考察し、その具体化への方向性を

提起するものである。

本報告書では、原論において触れる本研究の内容、個

及び系における情報空間／情報環境の原理及びその構造、

背景についての研究内容を報告し、その技術的背景、具

体的実施形態については、“ネット・ムセイオンを目指し
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てIl ” において報告する予定である。

本報告内容の主要な部分は1998年中に終了したが、そ

の後の環境変化の進展と “ ネット・ムセイオンを目指し

てIl ” への継続のため若干の補填をし発表を一年遅らせ

たものである。

1. 論

1-1 H.R.D.（人間的資源／能力の発達・

原理から

知の領域において、H.R.D.(HumanResource/s Development) 

・開発） の

これは先ず人間の個においては、そ

(neural network) 

ましい自律的生成にあり、また

その上体がその存立の必要性に対応して構築する

系、KnowledgeSpaceの自律的構造化にある。

としてその目標とするものである。

まずこの2点について、旧来の 「教育」の意識と

をここに明確にしておく。

個及び系における

H.R.D.のそれぞれにつ

成立と発展

個体内情報空間とH.R.D.

もともと近代的教育の体系は、それ まで少数の有力階

った知育・素養が、近代化の過

フェクタ ーの遷移に伴って外化され、

社会機能となって組織化されたものであり、

を強く負った近代固有のシステムであっ

このシステムは、 近代の全体にわたっ

てきたが、

年代以降現代社会への構造転換がひろく

から、その機能の期限切れ(Expiration)による

への不適合が急速に明瞭となってきた。これは1960年代

以来繰り返し強く指摘され、現代に適合するシステムの

模索が続けられてきたところであるが、

なシステムとなったに留まらず、その不適合から多くの

これは、我々の社会でこれ まで行われてきた旧来の「教 問題が発生し、 現在私逹の社会ではそれらが

」が、最善解として設定される唯一の解の強制的な刷 野においてクリテイカルな状態で顕在化し、ようやく

り込みにより、いわゆる「鋳型にはめた人間」を鋳型生 会問題としてその対応に迫られる状態となって来たので

産レヴェルの効率において生産して来たのに対し、個に ある。

おける主体的成立を目標とし、個々のヒュ ー マンゲノム

（ヒトの発生因子、遺伝因子）が記述する固有性の可能な

かぎり望ましい状態での実現を目指すものである。

また、系においては、個から

イヤそれぞれにおいて、

多層のレ

ましい惰 わって、連続的に、整合的に整備することにほ

報の放射型の強制的送出に対応してきたのに対し、個と いのである。

して、 ま

づく

それらの問題は一般に

から起こると理解されること

し％

始め、小中高校等においてようやく改革が

られるようになっているが、これは、旧来の 1

孝

教育」

体制を前提とするものではなく、またそれぞれの「教育-

ること れているものは

る情

に対する子供の不適合

かったようである

ものではない。

、期限切れの

ら

H.R.D. (Htun皿Resource/sDevelopment)に
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におい ・展開・

意味がある。 ここでいうResource/sはヒュ ー マンゲノム

として記述するその人の一生を通じての

知的能力と、 それに伴って内化され生産されまた外化

(IIO）される全ての知的資源のことであるC H.R.I)．にお

いてはこれらを個々のHumanGenomeの記述するところ

に副って望ましい状態で開発する基本的能力

められているのである。 これは旧来の［教育」

休系を外部から強制することによりその人の能力

性の多くを抑制・圧殺（実現されな

しながらその極く 一分のみをスポッティに

（これは［
＾

教練」である）、「教育」の側の目的に副っ

目的的な目的性の貧困な人間を作り上げて来たのと

な指向

自

しい対応の体系を自らのうち

i、) るe これはneural networkの自律的生成のメカニ ケ ー ションをもつことが出来、 且つこの時期においては

スムにそのまま

自

ものである。

人間形成

ム

るものである。

ことによって我々の で幼稚園、

し教育するのではなく、 ヒュ ー マンゲノ る

るシステムがそこで様々
、
こ

し続ける

入
っ

性を我々に提供することにより、 ヒュ ー マンゲノムによ る

り

ここに、 そしてこれに対応する

その中で自

化を進め、 脳シス

を生成していくの

しながら望ましい発達

中に、

れその には極めて大きなものがある。

大脳の1次視覚野（ビト、 ネコ

られてきたH.R.Dの本質は、 実はこのような発達 の眼からの入力

し、 人間の全生涯が、 そして人間の全世代が らの入力

ところの

るところにある。

これは自然の一部としての人間の自然な発達を

るものであり、 自己開発、 発見的学習の意義は大ぎくこ

1-2 接触機能としてのEducation H.R.D．の与件

の意味で広く使われる EDUCATIO�の

なすラテン語のEDUCOには「引き出す」という意

る。 ロー マ人達はあの彼らの時代に教育(Educatio)

を、 その人から何物か望ましいものを引き出すことであ

ると考えていたことが理解される。

も云われるようになっ

育の源流がすでにここ

は欧米のEducation

Educo 

Sら発するものであったことが改めて

る。

るEducationにおいては、新生児から

達過程の諸段階においてそれぞれ必要とされる事象・

うことを

として

能力をそ

る。 通常これ

の

わたっ

も身近にあってこまやかにコミュニ

るから

かなければならない。

ぷ
て

る家庭において、 次い

され

いも

コ

れているが、

るニュー ロン

ぐに片目を

、 両眼からの刺激

もたら

るニュー ロン

ネ

のところ るのである。

された眼に対応するニュ ー ロンはほとんど

消滅することが確認されている。新生児の初期に2週間

り眼帯を施した人間の乳児のケ ースとしても同様の

されている。
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つまり、生得に されているにもかか と なか

わらず、 そこに刺激・入力がないとその能力は強化され 利の復訊という視点から

発達することがなく、 ニ ュ ー ロンそのものが消滅し失な れるべきであり、こ ることも し

われてしまい らなくなってしまう。 これ ておかな らない。

れているメカニスムであるが、 人

間の発逹過程の中に はこのような不可逆行的(non­

retrogradable)なプロセスがあり、その時期にしか発達の

されていないその特定の時期の対応を逸することは、

その人の存在そのもの

失となってその人の一生の上に残るのである。triggerが る、 つまり

ないこと に0なのではなく、そ

あった約東された多くの可能性を

失がそこに残るのである。

また、学習は必要性とrew紅dにおいて強化されるが、 代における

それらがない場合でも、 刺激、 入力が豊富な環境にある

場合、 一度無目的に対応した事象は生物的認知としてス

トア（大脳基底核、小脳）されており、後にこの認知の上

に必要性とrewardが重なった時、非常に迅速に新しい学

る。 これは後に述べる発見的学習によるアビ

リ テ イ メカニスムとなるも る。

と呼ばれる領域であり、 機械的条件反射

反応ー 強化というリンクと異なり、 遭

もののストアが行われ、

(Pavlof) 

し

遇す

を提供するものである(E.C.Tolman)。 ここにストアさ

れている要素が豊富であるか否か、 つまりその人の環境

後に出会う事象の理解の容易さ

このため、 ひとりの人間の生涯にわたるH.R.D.の要求

に対応することは、多言を要しないところであろう。

これは視党に限らずあらゆる機能について考えられる

メカニスムであり、このような

における知的・

務であることが痛感されるのである。 それは逸してはな

らない重要な権利の実行のチャンスなのである。 このよ

うにし

このアビリティのプラットフォ ー ム され、 そのこ

とがそ

る。

キャパシティを決めることにつなが

同じ問題解 決 に お い て も

! -
i- 、

な 人 と困難な 人、

の

ましい条件

代にわたる

る。(5章参照）

1-3 アクセス側の主体性において成立する自己開発／

学習機能 Accessibi I ityと自由選択性

にH.R.D．の本質は脳神経回路網とル ー ティン機

にあると逹べたが、 この自律的生成の機

を記述するものがヒュ ー マン・ゲノムである。

回路網の生成について云え

（全ての神経結合の

ように細かく#J
 

れるのである。

は脳神経回路網の生成の全暦時に対応す

る総体的社会的学習機能は

れはここまで考察してきたところか

とである。 ここで改め

に体系的に取り組むこと

るものであ

ュ ー マン・ゲノムはそ

に至るプ

ロセスを逐ー管理しているのではなく、外部からもたら

される刺激に対応して適合化的

を進めるそのメカニスムを記述しているものと考えられ

る。

このメカニスムにより、 適切な豊富な刺激があり常に

自ら考えることを促される環境にある人と、 そのような

刺激に欠ける環境にある人の間には、

成に差が発生し、 自ら考える

な差が見られるようになる。
-れi'ー ょenriched environment（はし ぅ＾

‘

‘一

雑におかれたケ ー ジの中に10匹ぐらいのネズミと

らす豊かな環境）とimpoverished environment（何もない

さな箱の中に 1 匹だけ隔離されて暮ら

月間置かれたネズミ

験(M.R.Rosenzweik et al)の結果、enriched environment 

ったネズミの場合大脳皮質の重量、 厚さ、 ニ ュ ー ロ

ンの細胞体の大きさ、 樹状突起の数と長さ、 シナプスの

• 

包．灸
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も顕著 しているのに対

境のネズミの場合それらの発達が著しく劣っていること

からも容易に理解されるところである。

このように、 脳神経回路網の望ましい自律的生成が、 よ

きくその人の置かれた情報環境に依存することから、 れを
一生

発学習を支援する機能を持っ

的社会的権利の保証として整備されることが重要である

ことが理解されるのである。 これは、 ピュ ー マン・ゲノ

ムが記述するところのその人の知的可能性のより望まし

い実現を支援することであり、 権利とし

成の要諦となるものである。

こ

学習者の主体性・

ける、 学習内容／システム ・ ／リファレンス

等の自由選択可能性（勿論獲得可能性も）は、 その学習

としての脳神経回路網の望ましい

とって不可欠な要件である。 後に触れる学習にお

ける

1-4関心の喚起

また、

として欠くことの出来ないものが

る

のみでなく、lifeのあらゆる側面において）がそれらを触 そのものである。

発喚起しアクセスに応答する

セスビリティ、 自由選択性、reward)にかかっており、

これが低い時、 恐るべきことにその人は拒絶と抑制、

し、 無気力、 非活性を経て自

劣る状態となったことからも理解される。 こ

的情報の環境、 空間的移動は全く同一である

し対象と出会い認知するという

る結果がもたらされたと

分の

関心は環境によって喚起される。 関心は対面したもの

の情報量の病いところに集中する。 一般の状況と異なっ

たところ、 自己のシステムの存立に影響の大きいもの

ここでピュ ー マンゲノムが記述するところのその人の

知的能力の可能性の実現がその情報環境の条件に かかっ

ており、

の可能性の範囲

この

て大きくここにかかっている。

能動性の喚起

・自発性の発現

における知的領域のゲイン 程の特性差はその人の個性を生成する重要な要素である。

るということを考えると、 その この意味から発達過程を年齢によって区切るのは妥当な

にあって、 自ら

と出会い認識する小猫Aと、

く受動的に同じ空間的移動をす

る機械に乗せられたもう一 匹の小猫Bによる

的小猫B

において

アク

の

集中する。 これは生物としての個体のシステムの存立の

原理であり、 望ましい神経結合のトリガ ー をなすもので

ある。 このような情報の豊富な環境を整備し、 その対応

を適切に体系化し、 環境への感受性を高めること、

学習の指導と

自

その豊富なバックアップ可能性にかかっている。 それは

囀空間・

る。 こ

のでなければならないが、

として非決定的

であり、 現代のメデイアが充足しな

おけるTime differentialと全世代学習環境

ヒュ ー マンゲノムの記述する個々人の能力の特性には

それぞれに大きな差がある。 これと同様に、 発達過程も

必ずしも全ての人に同じ年代に同じように現れるもので

はない。 加齢に従って、 また環境の条件によってそこに

られる。 この、 個々の能力及び発達過

はない。1日来の「教育Jにおけるように「教育」

過程を年齢によって区切り、 発達上の個差を熊視して一

に「教育」を強制することは、むしろ学習者、殊

くにおいては自

において強い阻害要因となるものであり、

クリテイカ）ンな

このことである。

においても内容においても

における恒常性を保証するも

においては

こに間われているのであ

における権利の基本的条件そのもの

い与件

にとって必要なもの

に多くの

この原因により起っているので

(R.Held及びA.Hein)の結果、 受動 ある。

しく 自 に選択．
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できない、 特に年齢という条件だけでそれが出来ないと

いうことは、 その人にとっ きな損失と云わ

v' ゚

体制では、 6 · 3 · 3 · 4年という清教 しくない成果が端的にそこに現れているの

られ、 そこにはその年齢の了供 出来る。 そしてまた、 恐るべきことに

とごく少数の教員しかいない。 こ

よる子供の環境における

となっている現状から考えても、 それぞれの

位の内部の情報環境の異常な貧困化に弛い恐れを感じる

ものである。 この結果は既に 「教育」における

して人々の前に明かとなっている。

については後に詳述する。

1-5 発見

学習者の主体性において成立する

(Heuristics)の効果とアクセス型の 性が再認識されるのである。

learning

1-1に述べたようにH.R.D.は常にheuristicなプロセス あるのである。

である。

ら

発見的学習においては、 解決されるべき問題に対して、

しうる複数の仮況(floating goals)を順次設定しなが

中で問題解決を図ることにより、 そ

れぞれの仮説に対応し

ア）と神経結合（ハ ー ドウ

の仮説を設定し、 こ

ト／ハ ー ドウェアにより

ィ

そのまま脳システム

たとき、

るアビリティの基盤（

のとなるのである。

して、たった一つの理想的解（とされるもの） 1-6 

を強制的に刷り込まれることにより、 たった一つの解の

ティン（ソフトウ

を獲得する。 より多く

しんだ人ほど豊富なソフ

される奥深い思考のアビリ

された神経結合は

同じ構造の問題に出

ましい解に到

脳の）

すが、 自

力を求められる

わゆる 社会全般に現れているのを私逹はしばしば目にしている

ム）をなすも とであろう。

るソフト／ハ ー ドウェアのみ

「教育」において

なものとなり、新しく

く主体的対応に能力的に大きな差が

らも容易に理解されるところである。

に行なわれる学力国際比較において、

ちは計算、暗記等定型的

おいてはトップクラス

く問題、 創造性、

においては常に困難があるという

と

を示

されている。 このよう

を意味するものであり、

おいてはこれまで続けられてきた「教育」の望ま

のではのではないだろうか。

脳神経阿路網の自律的生成、 自

に、 学習における個別の対応の重要性があるのであり、

1959年「第14回

「児竜の権利宣言」

は「人類は、児童

と述べており、 そこ

＜ 

ことが、

学力とは人

ことに私達の

ことが

システムが結果する。 つまり

キレやすい人が出来上がる。 ここ

こに

が全会一致で採択した

(Deel紅ationof the Rights of the Child) 

ものを与える義務を負う」

な

を備えた最善なものを

における一つの基本的な権利とし

されているのである。

ここでいう最善のものがビュ ー マン ・ ゲノムにより

れるその人の一生を通じての可能性を出来るかぎり

く実現する支援環境であることは言を侯たないこ

と能動的学習 その支援システム

のことである。 それ

は片々たる知識の集積のことではなく、 またその詰め込

みによるリジッドな条件反射的対応能力でもない。対象

となる事象に出会ったとき、 その事象の内部にある

され、 内蔵情報とし

多くのデ ー タをさま

く構造化し、

されている

なトリガ ー に対応しながら新し

であるc
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出席し単位も十分取って卒業したのに、 そこで習った英

語は全く何の役にも立たないではないか。 文錦省よ、 一

体どうしてくれるのだ！」 と。 そして、 今巷に云われて

いる「教育J改革は、何を措いても、 まず、 これに応え

るものでなければならないのだ。

今、改善が始まろうとしていると見られる旧来の「教

育」においても、生産性向上は急務である。 この生産性

があまりにも低かっため学習者 個々の必要性に応える綿

密な 個別の対応ができず、 そこに多くの 「おちこぼれ」

と云う言葉で呼ばれる子供達の自己実現上の破綻が起こ

り、 前に述べたようにこの人たちの失ったもの（受け取

らなかったもの）の回復の要求が顕在化し社会的に問題

也しているからである。「おちこぽれ」という言葉は、す

でに社会的不適合を起こしている 「教育」 の側を評価の

前提とした無神経な不快な表現である。「教育」が自らの

不適合に永い間気づかず強引に鈍感に旧来の「教育」 を

押し進めてきたところからこれほど多くの「取りこぼし」

がおこったのであり、このような鈍感な意識の改善も将

に急務と言わなければならない。

解りにくいものを学習者の必要性に対応して解りやす

くすること、 進度・深度に応じた適切な対応を可能とす

るシステムの構築、 アクセス側の主体において自分で間

題の解決が出来る、そのような学習と意思決定の条件を

持った環境の整備、 自分なりの解答に自分で到達するこ

とを支援するシステムの生成、 これらは現代の初頭より

明確に求められてきた主体的な人間の生成を支える条件

である。

しかしこのゴールに向かうための改善は、 現行システ

ムの続行を前提とした「飛び級」、他の教科を減らして実

行しようとする「総合学習」等の弥縫策などで解消でき

る問題ではない。

ゆとりとは、 一つの問題解決にとって使うことの可能

(available)なリソ ースの準備状態（豊富さ）とその自由選

択性のことである。 つまりどれぐらい多くの実際に使え

るリソ ースが解決策のために準備されているか、 そして

それがどの程度自由に使える状態にあるか、 ということ

である。豊富な体験、知見、物質的なリソ ースも含めて、多

様な要請に応えるキャパシティがあることである。 ゆと

りある学習とは、 このようなリソ ースを高い効率で獲得

し、 対応力の高い固有の内部体系を生成し、 その高めら

れた能力をもとに更に生産性の高い学習を行うことであ
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る。 つまり、必要条件を充たす 知的能力、 知的資源、 知

的体系の状態が全ての問題対応にゆとりをもたらし、

楽々と学習することを可能にするのである。

ゆとりを創るとは、 そのために、 旧来の体質を本質的

に変革することもせず何か教科内容を減らし、 その分に

ついて何もしないで 「ゆったり」することではない。 第

ー、 総合するべき要素を欠いた「総合学習」 など考える

だけ愚かではないか。

1980年改定学習指導要領に現れた 「ゆとり学習Jも、

87年臨教審答申の「個性化」「自由化」も、それに続く施

策も皆原理をはずれた思い付きの羅列であり、「教育」は

混乱を深めてきた。

このような機能の本質的な設計、 デザインに、 旧来の

教え込み型の「教育」を超えその改質を経て、生産性改

善の視点から改めてまともに向かい合うことが問われて

きたのであり、そして今その明確な解答を出さなければ

ならないときに立ち至っているのである。

最近、 また、 経済の混乱から逃れるために創造的な人

間の育成を求めるという声が麿突に聞こえているが、 こ

れは、本末転倒も甚だしいことである。創造的、個性的、主

体的な人間の育成は、 元来その人の存在の基本的な権利

として問われるものであり、 経済が疲弊しているからと

いって取ってつけた解決策として話題になるような事柄

ではない。 ここで、 この皮相的な発想が再び繰り返され

ことのないためにも、 現代社会の経済はいわゆる好景気

に頼りここに問題の吸収を期待するという近代的な（古

い前時代の）拡大主義的構造からはすでに離脱している、

好景気が経済の目標などでは最早ないという事に注意を

促すためここで一言触れておこう。

今朝まで「進学体制」に狂奔し「買ってもらえる人材」

の生産に身をやつしていた［教育」が、 今度は的のはず

れた「創造的人間の生産」に狂奔し更に寄生業者がそこ

に群がり集まるあの恐るべき有様が想像されるが「教育」

改革もこのような視点から進められることは寒心に堪え

ない。

まず権利の実現としての人の育成が先であり、 弥縫的

な『教育改革」ではなく本質的な人間の存立の権利に立っ

で情報環境を整えることによってこの皮相的な、 そして

危険な流れを停めなければならない。
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